
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成27年８月６日（第29回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。大企

業トップへのインタビューなどをおよそ１時間に

わたって放送しているチャレンジ・ザ・ドリーム。

今日のトップインタビューは、全国にファッショ

ンセンターしまむらを展開する株式会社しまむら

の野中正人社長です。番組では県内の企業を中心

にご紹介しているので、しまむらって群馬の会社

だったんだと思われた方もいるかもしれませんが、

さいたま市に本社がある会社です。では、群馬と

のつながりはといいますと、野中社長が群馬県の

出身なんです。大学卒業後にしまむらに入社し、

10年前の2005年に44歳の若さで社長に就任。不

況の中でも業績を伸ばし、注目を集めてきました。

サラリーマンから経営者へ。野中社長に成功のポ

イントなどを伺っていきます。また番組後半は、

こだわりのそば栽培で成功している渋川市の株式

会社赤城深山ファームへの訪問インタビューをお

送りします。

●トップインタビュー

株式会社しまむら
 野中正人社長
̶̶̶全国にファッションセンターしまむらを展

開する株式会社しまむらの野中正人社長に、FM

ぐんまのスタジオにお越しいただきました。今日

はどうぞよろしくお願いいたします。

（野中社長）よろしくお願いします。

̶̶̶しまむらは、いろいろなファッションが手

ごろな値段で買えるので、重宝されている方も多

いと思うんですね。10代の女の子の人気も得ま

して、しまむらの服でコーディネートする「しま

ラー」なんていう言葉も生まれましたよね。

（野中社長）はい。

̶̶̶これは社長がというか、しまむらで仕掛け

たものですか。

（野中社長）いえ、とんでもないです。これはモ

デルの益若つばささんが言い始めて、それがは

やったっていいますか、皆さんに知られるように

なったという。私たちが特に仕掛けたということ

ではないです。

̶̶̶そうだったんですか。

（野中社長）はい。

【入社時の思い出】

̶̶̶野中社長は群馬県のご出身なんですよね。

（野中社長）はい。

̶̶̶どちらのご出身ですか。

（野中社長）前橋市の出身です。大学に行くとき

に東京のほうに行きましたけど、それまでは生ま

【プログラム】

●トップインタビュー

　株式会社しまむら

 野中正人社長

●保証協会からのお知らせ

　 女性創業応援チーム「シルキー クレイン」

の発足について

●チャレンジ企業紹介コーナー

　株式会社赤城深山ファーム

◎アナウンサー　奈良のりえ
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れてからずっと前橋です。

̶̶̶高校まで前橋ですか。幼いころであったり、

高校時代のことを振り返ってみると、例えば社長

になりたいとか、夢はありました？

（野中社長）いえいえ、自分が会社を経営するっ

ていうイメージはまるっきり持ってなかったです。

̶̶̶あ、そうなんですね。

（野中社長）とにかく平凡に、普通に。

̶̶̶中央大学卒業後にしまむらに入社をされた

と伺っています。しまむらを選んだ理由は、どん

なところからだったんでしょうか。

（野中社長）ファッションに非常に興味がありま

して、と言うことにしているんですけど、実はま

るっきりファッションには興味なかったんですけ

ど、初任給がよかったんですね。あと、高校の同

級生に誘われて、「行ってみない？」っていうのが

一番最初のきっかけでした。その後、いろいろと

企業を回りながら、最終的にはしまむらに入社し

たというような感じです。

̶̶̶入社した当時の会社の様子って覚えていま

すか。

（野中社長）最初はお店に配属されたんですけれ

ども、「ありがとうございました」っていう、小売

業の当たり前のことが、最初はなかなか違和感が

あって、小売りって大変だなっていうのをすごく

感じました。ただ、お買い物していただいて商売っ

ていうのは成り立つんですよとか、先輩や上司に

いろいろと教わっていく中で、でも１カ月ぐらい

かかったんですかね、普通にありがたいと思って

「ありがとうございます」って言えるようになる

のに。それぐらいやっぱり時間はかかるものだっ

たなっていうふうには覚えています。

̶̶̶ご自身の中で、目標とかを持ってやって

らっしゃったんですか。

（野中社長）なかったんですよ。私が入社したこ

ろっていうのが、埼玉県を中心に、お店の数が

49店舗だったんですね。大体、年間10店舗ぐら

いの出店をするようなところから、10が20にな

り、30になりという、非常に多店舗化する時期

だったんですね。その現場にいたということも

あって、毎年のようにいろんな仕組みが変わって

いくんですね。最初の３年、４年、５年ぐらいま

では、理解して、それを自分の身に付けていくの

が大変だったなという感じはします。

̶̶̶会社自体がちょうど過渡期だったわけです

ね。

（野中社長）そうですね。しまむらが1988年に

東証二部に上場しているんですけども、ちょうど

このころ、仕入れの仕方自体もまるっきり変わっ

てしまったんですね。

̶̶̶どういうふうにですか。

（野中社長）昔の仕入れの仕方、日本的な仕入れ

の仕方っていうのが、もう大勢でして、ご多分に

漏れず、しまむらも同じような仕入れの仕方。仕

入れはするんだけれども、「売れなかったら返して

もいい？」とか、「ちょっと利益が足りないから値

引きちょうだい」とか、そういったことが普通に

行われていたんですね。売れなければこれは返し

ますよということで、その分、高く仕入れするん

ですね。リスクを原価に乗っけるって言うんです

けど、これを全部やめちゃいましょうと。で、と

にかく返品ですとか、未引取りですとか、値引き

をもらいにいくだとか、契約にないことも含めて

交渉で、なんていうのを全部やめていって、契約

どおりのきれいな商売をしていきましょうよと、

お取り引きしましょうよということに、ある日か

ら変わったんです。そんなのできるはずないよと、

みんな思いました。バイヤーもみんな思いました

し、お取引先も、どうせ返すんでしょうと。だか

ら、なかなか安くならなかったんですね。でも、

１年、２年と続けていくと、本当なんだというこ

とになって、しまむらは言ったことは守る会社

だっていうふうに、やっと思ってもらえるように

なったんですね。そこからはやっぱり仕入れの原

価が下がっていきました。その分、安く売っても

きちんと利益が残る仕組みっていうのが、また順

回転で動き始めたということだと思います。

̶̶̶そうなんですね。

【業界に先駆けて電子化を推進】

（野中社長）うちの会社が、パソコンの導入は早

かったです。端末って言っていましたけれども、

例えばバイヤー、仕入れをしている最初のときは、

伝票を１冊持っていって、これをじゃあ何枚ね、

幾らねって言って、伝票を自分で書いていたんで

すね。
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̶̶̶手書きで、ええ。

（野中社長）バイヤーになって３年目、要はきれ

いな取引になった後あたりに、バイヤーは全部、

端末を持っていきなさいと。この端末が８キロ

あったんですよ。

̶̶̶８キロですか。

（野中社長）８キロ。それにプリンターを付けて、

こんな大きなかばんに入れて持っていくんですよ。

全部合わせると10キロ。業界の中では一番早かっ

たですね。

̶̶̶早かったんですね。

（野中社長）各部署に端末が置かれたんですよ。

お店への指示、依頼等々は、全部この端末を通し

てお店に送信されるように変わっていったんです

ね。値下げですとか、何か依頼をするものは、全

部端末を通してお店に入力して、お店は依頼がそ

のままババババっとプリントアウトして出るって

いう、そういうふうな仕組みになっていきました

ね。ただ依頼するだけしか最初は能がなかったん

ですけれども、今はエクセルですとか、ワードで

すとか、普通にパソコンの中にありますけど、当

時はランプランっていうのがあったんですよ。

98ノートとかいうやつの。

̶̶̶ええ、ええ。

（野中社長）これで集計をするなんていうことを、

やっていきましょうよということを、各部署単位

で始めたんですね。私は仕入れの後は、在庫のコ

ントロールをするコントローラーっていう仕事を

やっていまして、仕事に追いかけられるのは嫌だ

なっていうのは、このころすごく思ったことです。

̶̶̶仕事に追いかけられるというのは、どうい

うことですか。

（野中社長）これをやらなきゃいけない、あれを

やらなきゃいけない。何かを一つミスしたりする

と、１回全部取り消して、正しくやり直す。１回

ミスすると、３倍の労力がかかるわけなんですね。

それから、もともとの必要なデータが手元にない

と、その都度データをつくりにいく。同じことを

２回、３回、４回となると、時間はどんどんかかっ

ていってしまって、それでいて、あまり結果って

いうのは、大したものが出てこないですね。同じ

結果を出すのであれば、少ない時間で済めば、こ

んないいことはないでしょう。少ない時間で済ま

すためには何が必要ですか、必要なものをまずは

集めましょうということで、データベースってい

うのは使えるような形でつくっていきましょうと

いうことを、このコントローラーという職種で、

その中でチーフコントローラーという職位で、５

人のコントローラーと一緒に仕事をするときにそ

ういう話をしていたなというのは、よく覚えてい

ますね。自分たちで次に何をやらなければいけな

いという仕事を追いかけていくとなると、意外と

やるべきものが見えてきて、最初のうちに全部対

応していっちゃうわけですね。そうすると、障害っ

ていうものがなくなってくるのと、必要なものが

そこにありますよと。借り物レースみたいなもの

をやるときでも、誰が持っているかわからないと

時間がかかりますけど、あの人が何を持っている

というのが全部事前にわかって、レースに行った

ら、間違いなく勝てるわけですよね。一番つまら

ないミス、いわゆるうっかりミスっていうのが多

くなると、仕事が倍になるとかよく言うんですけ

ど、倍じゃなくて３倍なんですね。３倍の仕事を

やっているのであれば、ミスをしなければ３分の

１ですよね。

̶̶̶そうですね。

（野中社長）楽ちんですよ（笑）。

̶̶̶その分、ほかの仕事ができますものね。

（野中社長）ええ、その分、休むんですよ（笑）。

̶̶̶またまた。なるほど、そういう意味で、追

いかける。

（野中社長）仕事を追いかけているときっていう

のは、ミスはあまり出てこないです。何をやれば

どういう結果が出るなというのが、やっぱり見え

てくるんですよね。準備ができていれば、間違い

なく短い時間で仕事ができますし、それで成果が

上がれば、次のステップはまた楽ちんですよね。

余った時間は充電でいいと思いますけどね（笑）。

̶̶̶そこはしっかり休んでというのも大切かも

しれないですしね。

（野中社長）やっぱりジャンプするには、それな

りのためをつくらないと、ジャンプはできないで

しょうから。

̶̶̶ちょうどそのころが、いよいよ30代ぐら

いということで、時代も、そうするとバブルが崩

壊してきて、今度は景気が後退しますよね。
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（野中社長）はい。

̶̶̶そんな中で、会社というのはどういう状況

でしたか。

（野中社長）ちょうどそのころというのが、会社

がチェーンストアとして拡大期にあったんですね。

チェーンストアというのが小売りの中では最強の

モデルだということで、それを徹底して実践して

いったというのが、しまむらなんですね。このこ

ろもう、標準化されたお店というのを数多く出し

ていきましょうということを推し進めまして、で

すから、景気が悪いからとかそういうことではな

くて、まだまだ出店余地はあると。まず、ドミナ

ント出店といって、エリアを決めて、そこに集中

してお店を出して、そこに商品を配送するための

物流センターを置いて、それを全国に広めていっ

たと。同じタイプのお店、同じ標準化されたお店

で、標準化された運営でとなると、小さな本社で、

どんどん、どんどん出店できていったんですね。

̶̶̶お話を聞いていて、しまむらという会社は

シンプルで、効率化を図っていて、なおかつ徹底

的に行っていくというのがキーワードとして見え

てまいりました。この後は、2005年に社長が44

歳で社長職に就任されるんですけれども、そのあ

たりのお話を伺っていければと思います。その前

にここで１曲お届けいたしましょう。野中社長に

思い出の曲を選んでいただきました。この曲を聞

くとやはり、青春時代を思い出すんでしょうか。

（野中社長）そうですね。まだピュアだったころ

を思い出します。

̶̶̶お届けするのは、中村雅俊で『俺たちの

旅』。

【44歳で社長就任】

̶̶̶2005年に44歳の若さで社長に就任されま

した。このときは、どんなことを考えていらっしゃ

いました？

（野中社長）言われたのが４月１日だったんです。

̶̶̶４月１日。ええ、４月１日に。

（野中社長）家に帰って、妻に「社長をやってく

れと言われたんだ」と言ったところ、「ばかねえ」

と。

̶̶̶奥さまがですか。

（野中社長）「今日はエイプリルフールよ」みたい

なことを言われたので、よく覚えているんですよ。

そうか、と思い、ちょっと気分が暗かったのが、

ぱあっと明るくなりまして、それが金曜日だった

んですけど、日曜日に会社に行って、当時専務だっ

た人に、「エイプリルフールでこんなこと言われ

ちゃいました」なんて言ったところ、「ばか、そん

なわけないだろう」って、「真面目に考えろ」って

言われたんです（笑）。真っ青になったのを覚え

ています。

̶̶̶社長になれるって、うれしくないですか。

（野中社長）いや、困ったなあって感じですね。

̶̶̶困った……。

（野中社長）いや、ほんと、困ったなあですよ。

会社がおかしくなっちゃったらどうしようってい

う責任のほうが先にきますから、どうやったらこ

の会社をつぶさないで、今までの成長軌道でその

まま進めていけるんだろうと。１日、１日、だん

だんやっぱり重たくなっていきましたね。でもそ

のときに、先代の社長、今、相談役をやっている

藤原から言われたのが、社長には機関車型と電車

型がありますよという話を言われて、ああ、なる

ほどと思ったんです。カリスマと言われるような

社長っていうのは、これは機関車型で、周りの人

を、いわゆる客車を全部ぐいぐい引っ張ってい

くっていう、パワーを持っているんだと思うんで

すね。ところがサラリーマンから社長になるって

いうのはどうなのかなっていうと、創業社長なん

かとは違ってくると思います。パワーではなくて、

どれだけ上手に運転していくのか。いわゆる電車

型なんですね。モーターは自分だけではなくて、

能力のある人が、複数いればいいんだと。自分の

最大のミッションっていうのは、方向を間違えな

いこと、スピードと加速減速、それと、どっちに

行くんだというのを間違えないこと、こういうこ
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となんだろうなと。この機関車型、電車型の話を

聞いてから、ずいぶんと気が楽になったっていう

んですね。全部ぐいぐい引っ張って、何でも自分

でやっていくっていうのは、これ、無理だと思う

んですね。必ず限界が来るんです。ただ電車型に

なっていくと、際限のないといいますか、もっと

もっと大きな継続性というものが期待できるんだ

と思います。今、しまむらは、この電車型の経営

というものをやっていこうよということで、まと

まっているんだろうなというふうに思っていま

す。

̶̶̶ちょうどその2005年というのは、業界と

してはどんな感じでした？

（野中社長）すごくファッションに対して世間の

注目が集まっていたころだったんじゃないのかな

と思うんですね。しまむらも、ファッショントレ

ンドということを言い始めて、トレンドを提案す

るっていうことを会社のキーワードにしていきま

しょうよというふうに変えた時期になります。

̶̶̶社長就任後、2008年にはリーマンショッ

クという一つ大きな節目というか、これはファッ

ション業界にも激震が走ったのではないかなと思

うんですね。景気も後退いたしましたし、同じ時

期に、H&Mとか、FOREVER21といった、ファ

ストファッションの海外勢が日本に進出してきま

した。厳しい環境にしまむらはあったのではない

かなと思うんですけれども、これらはどのように

とらえていました？

（野中社長）景気の後退は、確かに逆風ですから

厳しい環境ではあるんですけれども、外資に限ら

ず、人々の関心がファッションに向いていくって

いうのは非常に歓迎なんです。ですから、H&M

さん、それからFOREVER21さん、こういった

外資がやってきて、で、ファストファッションと

いうものに世間の方々が注目する、これは非常に

大歓迎です。

̶̶̶ああ、そうですか。

（野中社長）やっぱり一番困るのは、ファッショ

ンに興味を持ってもらえなくなると、全体がもう

小さくなっちゃいますから。ところが競争相手で

も何でも、いろんなニュースになったり、話題に

なったりすれば、皆さん、ファッションに興味を

持っていただけると。そうなると、競争の中での、

いわゆる勝負って話になりますけど、小さくなっ

たら勝負の土俵が小さくなっちゃうんですね。大

きければ、それはもう会社対会社の力の差という

ふうになっていきますし、お客さまにどれだけ喜

ばれる商品を提供できるかどうかの、これは勝負

ですから、これは闘いようがあるというふうに思

います。20年ぐらい前は、しまむらが扱ってい

るような商品の市場の規模が10兆円ぐらいあっ

たんです。10兆円を超えていたのかな。今は

７兆円を切るぐらいなんです。７掛け以下。中身

を見ていくと、衣料品の販売枚数っていうのは、

それほど変わっていないんです。で、何かという

と、単価が下がっている。安くなったら買っても

らえるんだけれども、安くなるまでは買ってもら

えないというふうになっているんですね。ファッ

ションに興味があるときは、とにかくはやったも

のを一番に買いたくなるんですけど……。

̶̶̶そうですね。

（野中社長）興味がなくなると、安くなるまで待

てばいいやと。だから単価も下がるんですね。こ

れで、今、市場っていうのが７掛け以下になって

しまっていると。ここでまたもう一度、ファッショ

ンに興味を持ってもらえるような、そんな話題が

出せていければいいなというふうに思います。

【プライベートブランドと小ロット販売】

̶̶̶プライベートブランドにも力を入れてい

らっしゃいますね。

（野中社長）はい。プライベートブランドっていっ

ても、私たちは自社で開発する機能を持っており

ませんので、こういうグレードの商品で、こうい

う考えの商品を提案してくださいよと、アパレル

の方にお願いをして、つくっていただくというよ

うな形になります。狙いとしては、お客さまにお
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店のイメージを持ってもらうための一つの塊にな

る商品を出していきましょうというのが、戦略に

なっています。

̶̶̶安いだけでなくて、やっぱり高品質という

ところ、品質にもこだわっていく、それがプライ

ベートブランド商品、クロッシーになるんですか。

（野中社長）そうです。そもそもクロッシーって

名前にしたのが、クローゼットの中にしまっても

らえるしまむらの商品っていう、そういう思いを

込めて、造語でクロッシーというふうにしている

んですね。

̶̶̶しまむらの店舗に行ったときに感じたんで

すけれども、いろいろなお洋服が本当に、１枚１

枚違うものがたくさん売っていますよね。

（野中社長）同じものがたくさん置いてあると、

いつでも選べるというのもあるんですけれども、

それ以上に、近くに住んでいる方が同じ服を着て

いて、ばったりみたいなのがあったりするじゃな

いですか。ファッションセンターしまむらという

お店は、割と狭い商圏のお店ですので、大体半径

２キロぐらいが商圏というふうにとらえておりま

して、そうなると、その狭い中で同じものがたく

さんあると、「あ、しまむら」「あ、しまむら」って、

こうなるのは、女性はその辺はちょっと気まずい

のかなと。

̶̶̶そうですね。

（野中社長）見えないところは、肌着とか靴下な

んかはいいんでしょうけど、上に着るアウターの

部分は、「ちょっとね」っていうのがあるんじゃな

いかなということで、トレンドを提案しましょう

という話のときには、売り切れごめんということ

で、今、お買い物いただかないと、後はあるかど

うかわかりませんと。追加補充発注というのは基

本的には行っておりませんという、そういう商品

が売り場の半分ぐらいを占めていると。そういう

ことがあって、１点しかないということになって

いるんですね。

̶̶̶すごく選んでいて楽しみもありますし、そ

れこそ、本当に今、社長がおっしゃったように、

もう手に入らないかもと思うと、今買わなく

ちゃって、購買意欲がわきますよね。

（野中社長）ええ、よく宝探しとかって言われる

んですよ。みんな、「ああ、そうですよね。宝探し

みたいな感覚でいいですよね」っていうふうに

おっしゃっていただくんですけど、私なんかから

言わせると、「いや、全部お宝なんですけど」って

言いたいんですよね（笑）。

̶̶̶探して一つとか二つとかではなくて、全部

が。

（野中社長）そうなんです。お宝以外は何なんだ

ろうみたいなのがあるんですけど、それを言いき

れないというところが、まだまだうちの商品力が

弱いなと、もっともっと商品力を上げなきゃいけ

ないなというふうに、商品部にはまだまだ研究の

余地があるんじゃないかなというふうには思って

おります。

【ローコストと安さの追求】

̶̶̶仕事の話から少し離れるんですけれども、

野中社長、いろいろな業界の有名人とお会いする

機会が多いようですね。

（野中社長）はい。実際に業界の有名な経営者の

方とお話をさせてもらうと、何せ話が面白いです

ね。

̶̶̶皆さん、結構ユニークな経営をなさってま

す？

（野中社長）基本的な話は、どの方に伺っても一

緒です。

̶̶̶どういうことでしょう、基本的な話とは？

（野中社長）基本的な話っていうのは、例えば商

売であれば、一番大事にしているところはどこで

すかって言うと、間違いなく皆さん、ローコスト、

あと、安さ。安さっていうのは、単純に単価の安

さの話をしているっていうことではなくて、安

さって必ず相対評価なので、お客さまが思ったよ

りも安いであったり、競合するどこどこに比べる

と安いであったり。この安さを出していくために

は、コストを余計にかけていたんでは安さってい

うのは出てこないっていうことで、どんなにラグ

ジュアリーなものを出しているところでも、経営

はローコストっていうことをおっしゃっていま

す。

【消費増税と円安の影響】

̶̶̶さて、景気は回復基調にあると言われます。

衣料小売りの立場から見て、野中社長、それ、実
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感としてありますか。

（野中社長）ええ、日本の景気回復というのは本

物だというふうに見ていいんだと思うんですね。

ただ、我々小売りから見ていくと、消費税はきつ

かったなというのが一番にまずありますね。最近

のこの円安っていうのは、日本経済全体にとって

は非常にプラスということなので、いいことなん

だろうなというふうに思う一方で、やはり我々の

ような輸入する側からすると、コストアップとい

うのは非常に大きなものになっています。単純に

３年ほど前、今の政権の前の12月ごろの話だと、

１ドル、大体80円ぐらいだったんですね。今、

124円ぐらいですよね。

̶̶̶そうですよね。

（野中社長）そうすると、５割ぐらい上がってい

るんですね。去年の今ごろっていうと、１ドル大

体100円ぐらいなんですよ。やっぱり２割以上上

がっているんですね、１年前と比べても。輸入の

コスト、いわゆる原価というものが上がっていく

分だけ、ほかでコストダウンをして、何とか売価

の上がる部分を少しでも抑えていこうと。これ、

小売業者みんなの頭の中にあるわけなんですけれ

ども、この消費税のアップと円安っていうのがダ

ブルで来たっていうのが小売りにとってはきつ

かったなあということだと思います。

̶̶̶むしろでは、リーマンショックなんていう

ときよりも、今のほうが、小売業の皆さんにとっ

ては厳しい時代ということですか。

（野中社長）かじ取りは一番難しくなってきてい

るんだろうなと思うんですね。というのは、全体

が厳しいよっていう話ではなくて、いいところも

あれば、悪いところもある。で、小売りの中でも

衣食住となったうちの食の部分ですね。こちらは

非常に売上がいいっていうお話をよく聞くんです

ね。食べるものだけは、これ、減らしようがない

なと。何か抑えようとなったときに、必ず一番最

初に抑えるのが衣料品、いわゆる着るものなんで

すね。最後に消費が上がっていくのも、やっぱり

着るものなんですね。そういう意味では、どちら

も厳しいなと。個人の使えるお金が増えていく、

これがあって初めて、我々小売業の側から言う、

景気回復が本当に本物って実感できるときなんだ

と思うんですね。それまで駄目というわけにいき

ませんから、他社に比べると、やはりしまむらへ

行ったら欲しいものが買えるお値段でありますよ

と、やっぱり来てよかったというふうに思っても

らえるような、そんな商売をこれからも続けな

きゃいけないんだなと。まだまだやんなきゃいけ

ないことは多いなというふうに思いますね。

【しまむらの今後の目標】

̶̶̶そういったお話を踏まえた上でなんですけ

れども、しまむらの今後の目標をお聞かせいただ

けますか。

（野中社長）私どもの経営理念に、商業を通じて

消費生活と生活文化の向上に貢献することを基本

とするっていうふうにあるんですね。この衣食住

の中のこの衣の部分で、この分野で、なくてはな

らない存在として頼りにされる存在になること、

そういうお店になれること、これが今後の目標に

なってくるのかなというふうに思います。

̶̶̶もう今でもなっている気がしますけれど。

（野中社長）いやいや、まだまだね、割と都市部

では、しまむらって名前は聞くけどお店がないっ

ていうところがありますのでね、ファッションセ

ンターしまむらっていうお店をまだまだ増やして

いかなきゃいけないなっていうのと同時に、カ

ジュアルの専門店ですとか、ベビー・子どもの専

門店、こういったものも併せて、本当に日本全国

津々浦々あって、そこのお店へ行ったら、やっぱ

りすぐ近くにあるので便利だし、欲しいものは一

通りそろっている。そして、結構イケているんじゃ

ないのと。「ダッサーい」じゃなくてね。結構イ

ケてるじゃないのっていう、そういうお店として

お客さまに常に思ってもらえるような存在にして

いかなきゃいけないなと。それにはまだまだお店

を増やしていかなきゃいけないというふうに思っ

ています。
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【経営者へのアドバイス】

̶̶̶最後に、これから事業を興したいと考えて

いる人や、将来会社を背負って立ちたいと考えて

いる人へのアドバイスの意味も込めてお答えいた

だければと思います。会社を経営していく上で特

に大切にすべきことは、野中社長、何だと思いま

すか。

（野中社長）サラリーマンで社長をやっている私

の今感じている話を幾つかさせていただきますと、

私どもの会社の話でちょっと恐縮しますが、しま

むらでは、自由と公平というものがなくてはいけ

ないというふうに教わりました。やはり会社に限

らずなんですけれども、自由と公平というのがな

いと、楽しく仕事はしていけないんだろうなとい

うのがまず一つあります。２つ目が、当社の社員

の心得というのがマニュアルに書いてあるんです

けど、信用と信頼、それから社会の役に立つとい

うことをいつも忘れてはいけないと。そして、社

会の役に立つためには、事業で適正な利益を上げ

て、税金を納めること、これは忘れないでくださ

い、そのために私たちは仕事をしているんですよ、

ということが書いてあるんですね。やっぱり、こ

れは上に立つ者にとっては必ず持ってなきゃいけ

ないことであるし、同時に組織全体に同じことを

浸透させなければいけないことということだと思

います。最後に、経営していく上で特に大切にす

べきことは何かということなので、言葉にまとめ

てみようかなと思ったんですけど、自分でも思う

んですけど、経営するっていうのは、ものすごく

大変なことなんですね。それでも、自分がこうい

うことをやりたいから、こういう起業をして、こ

ういう内容をやるんだとなると、自分の思ったこ

とというのは、スタートから全部、自分でわかっ

ているわけですね。わかっている人は、それをそ

のままぶれずに経営を続けていくっていうのがま

ず必要なんだろうと思うんです。ぶれてしまった

ら、会社全体がぶれてしまうんですね。サラリー

マンから社長になる人は、これをもっと強く持た

ないといけないです。創業者っていうのは、もう

創業しているということ、その時点でワンマンで

あり、カリスマになる要素を持っていますけど、

サラリーマンで社長になる人っていうのは、創業

者に比べれば必ず弱いんです。間違いなく弱いん

です。弱いのに、なぜ組織が付いていくのか。経

営がぶれないからなんですね。

̶̶̶きっと、現在お勤めをされている方にも、

今日の野中社長のお話というのは、勇気が出る、

そんなエピソードがたくさんあったような気がい

たします。貴重なお話を本当にどうもありがとう

ございました。

（野中社長）いえいえ。

̶̶̶今日のトップインタビューは、全国に

ファッションセンターしまむらを展開する株式会

社しまむらの野中正人社長に、FMぐんまのスタ

ジオにお越しいただき、お話を伺いました。それ

ではここで野中社長に選んでいただいた曲をお届

けいたします。サザンオールスターズで『ミス・

ブランニュー・デイ』。野中社長、今日はどうも

ありがとうございました。

（野中社長）ありがとうございました。

●保証協会からのお知らせ
女性創業応援チーム「シルキー クレイン」の発

足について

̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお

知らせです。今日は、８月１日に発足した保証協

会の女性創業応援チーム「シルキー クレイン」

のリーダー、荻原さんと、サブリーダーの石井さ

んにお越しいただき、お話を伺います。荻原さん、

石井さん、よろしくお願いします。

（荻原係長・石井主査）よろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、これまでの放送でお伝えし

てきたとおり、創業支援に特に力を入れています

が、荻原さん、今回発足した女性創業応援チーム
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「シルキー クレイン」について、ご説明いただけ

ますか。

（荻原係長）はい、シルキー クレインは９名の女

性職員で構成されています。創業をお考えの女性

や、創業後間もない女性の方を対象に、創業に関

するさまざまな相談に対して、女性ならではの視

点、感性を生かし、ご支援をさせていただきます。

̶̶̶なぜ女性だけの応援チームをつくろうと

思ったのでしょう。

（荻原係長）はい、創業や経営の相談をする場合に、

なかなか男性には話しづらい、わかってもらえな

いと感じている女性もいらっしゃると思います。

そのような女性のよきパートナーになれるよう、

シルキー クレインをつくることとしました。また、

事業内容によっては、女性のほうが男性よりも親

身になってお話を伺える場合がたくさんあると考

えております。

̶̶̶シルキー クレイン、すてきな名前ですね。

石井さん、シルキー クレインとはどのような意

味がありますか。

（石井主査）はい。英語でシルキーは絹のような、

クレインは鶴を意味します。群馬県は養蚕、製糸、

織物といった繊維産業を女性が支え続けて発展し

てきた歴史があります。その主たるイメージであ

る丈夫で上品な生地、絹と、群馬県の形を象徴す

る鶴とを組み合わせて、群馬県の女性創業者の皆

さまが、絹のようにしなやかに、鶴のように末永

く羽ばたけるようサポートさせていただこうと思

い、シルキー クレインというチーム名にいたし

ました。

̶̶̶具体的にはどのような活動をするのでしょ

うか。

（石井主査）はい。基本的には女性創業者の方か

らのご希望に応じて、創業計画作成のお手伝いを

させていただきます。また、お客さまが希望する

金融機関への橋渡し、保証料を割引した群馬県の

融資制度などによる金融面のサポート、創業後の

継続的な経営相談などもお受けいたします。創業

前から創業後まで、精一杯さまざまなサポートを

させていただきたいと考えております。

̶̶̶シルキー クレインを活用して、群馬でた

くさん創業する方が増えるといいですね。

（荻原係長）はい、そう願っています。創業をお

考えの方、創業して間もない方は、この機会にぜ

ひシルキー クレインまでお気軽にご相談くださ

い。詳しくは当協会のホームページをご覧くださ

い。

（荻原係長・石井主査）　「チャレンジ・ザ・ド

リーム」、保証協会は夢の実現に向かって頑張る

あなたを応援しています。

̶̶̶荻原さん、石井さん、今日はありがとうご

ざいました。

（荻原係長・石井主査）ありがとうございました。

●チャレンジ企業紹介コーナー
株式会社赤城深山ファーム

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、続いては訪問インタビューです。今日

ご紹介するのは、渋川市の株式会社赤城深山

ファームです。ファームという名前のとおり、農

業の会社なのですが、そばを栽培し、製粉も行っ

ています。最近は地域興しでそばをつくっていた

りもしますが、本業としてそばだけをつくる農業

の形態はめずらしいんだそうです。そんな珍しい

会社を興したのは髙井眞佐実社長。都内でおそば

屋さんと造園業をしていた経歴の持ち主で、農業

をしたことはありませんでした。それが10年前

に54歳で新規就農、そば専門の農業に成功しま

した。この取り組みは、この番組でも紹介してき

た起業家の発掘を目指す催し、群馬イノベーショ

ンアワード2014で大賞に輝き、また、先月開か

れた第64回全国農業コンクールでも名誉賞に選

ばれました。新しいことへの挑戦の経緯や、成功

のポイントなど、渋川市赤城町の会社を訪問して

お話を伺ってきました。
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̶̶̶私は今、渋川市赤城町の赤城深山ファーム

に来ています。髙井眞佐実社長にお話を伺ってい

きます。どうぞよろしくお願いいたします。

（髙井社長）はい、よろしくお願いします。

̶̶̶今、ちょうど、２階の事務所に来ているん

ですけれども、この近くに髙井社長、そば畑があ

るんですか。

（髙井社長）はい。ここから南のほう、前橋市ま

で続いています。

̶̶̶本当に広大な敷地ということになるんです

けど、そばの生産の時期というのは今ですか。

（髙井社長）今は、夏そばが収穫が終わって、次

の秋そばをまくための畑の準備をしている真っ最

中です。

̶̶̶そういった中で今、社員の方が何人ぐらい

で働いてらっしゃるんですか。

（髙井社長）今は社員６人で働いています。

̶̶̶相当広大な敷地のように感じたんですけど、

どのぐらいの農場の広さですか。

（髙井社長）今は夏そばが80ヘクタール、秋そば

を今、種をまく用意をしているんですけれども、

たぶん95ヘクタールぐらいになると思います。

̶̶̶そうですか。これは全国的に見ても多いほ

うですか。

（髙井社長）そうですね。北海道でも160ヘクター

ルぐらいが上のほうだって聞いているんで、単体

の組織としては、かなり上だと思います。

̶̶̶さて、そのそばづくりなんですけれども、

髙井社長、もともとは東京のおそば屋さんという

ことで、そば打ちはしていたものの、農業として

のそばづくりはしたことがなかったそうですね。

なぜそばづくりを始めようと思いました？

（髙井社長）そうですね。いろんな経緯はあるん

ですけれども、途中から造園のほうの仕事をして

いまして、で、製粉会社の仕事をしたときに、お

いしいそばをつくってみないかみたいな話になっ

て、「うん、じゃあつくってみるか」みたいな感じ

で、始めるきっかけになりました。

̶̶̶不安はありませんでした？

（髙井社長）そうですね。まあ、最初からそば一

本ではないんで、植木の売上と、ディズニーラン

ドにカボチャを納めていましたので、カボチャの

売上と、そばの売上、三本立てでやる気で始めた

んですよね。で、そば栽培を始めたら、自分の思

いがやっぱりそばの味に出て、評価が非常に高

かったんですよね。で、だんだん植木のほうを減

らして、最終的にはカボチャもやめて、そば一本

になれたんですけれども。

̶̶̶そばの専作というのは、そんなに簡単にで

きるものではありませんよね。

（髙井社長）そうですね。たぶん全国的にも珍し

いと思います。そばは、ほかの作物から比べて、

非常に単位面積当たりの収量が少ないんで、稼げ

ない作物という、皆さん、そういう認識なんで、

ある作物の裏作でつくるとか、空いているからつ

くるとか、減反だからつくるとか、そういう形の

そばが多いみたいですよね。

̶̶̶農業を始めるとなりますと、まずはやっぱ

り農地の確保が必要だったと思うんですね。もと

もとこの赤城という場所は、知り合いの方がいた

とか、そういうので決めたんですか。

（髙井社長）ええ。カボチャのときから手伝って

くれていたパートさんが、この赤城の出身だった

んで、その方を通じて、最初の人、その次の人っ

ていう感じで紹介してもらいました。遊休桑園対

策ということで、桑畑を開墾して、そばをつくる

ようなこともしましたし、そんなので、皆さんが

困ってらっしゃるっていうか、空けっちゃってあ

る畑を使わせてもらったりして。そんなので徐々

に皆さんの信頼を得て、途中からは急激に貸して

くれる人が増えてきたんで。

̶̶̶そうですか。

（髙井社長）ですから、ここまでやれています。

̶̶̶きっとそばの栽培をするのに適地というの

があると思うんですけど、この場所というのは

合っていたんですか。

（髙井社長）そうですね。これも偶然なんですけ

れども、とってもそばをつくるのには最適の場所

でしたね。

̶̶̶一番こだわった点というのはどんなところ

ですか。

（髙井社長）やはり自分がそば屋をやっていたと

きから、そばに対して思っていたのは一つなんで

すよね。そばは、ほかの穀物よりも傷みやすい。

私は、そばは生ものだっていう扱いで、全ての工

程を、そばが劣化しないようなことを考えて栽培
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しています。そばは反収が低いんで、なかなか手

間をかけにくい作物なんですよね。そこを私は

ちょっとこだわってつくったら、おそば屋さんが

非常に喜んでくれたんで、手を抜けなくなってし

まったのが事実なんですけど（笑）。

̶̶̶さて、25歳の長男、雄基さんも現在一緒

にそばづくりを行っています。今日は雄基さんに

も同席していただいています。どうぞよろしくお

願いいたします。

（雄基さん）よろしくお願いします。

̶̶̶雄基さん、お父さんが群馬でそばをつくる、

そばづくりを始めると聞いたときは、何歳でし

た？

（雄基さん）私はちょうどそのころ、高校に入学

して１年生ぐらいのころだと思いますね、15歳

のとき。

̶̶̶どう思いましたか。

（雄基さん）今日から農家の息子だなんていう感

覚もありませんですし、それに父一人が単身赴任

で群馬に来て農家をやるということだったので、

特にこれといった感じというものはありませんで

した、その当時は。

̶̶̶その後、お父さまの仕事をご自分も手伝お

うというふうに徐々に変わっていったのは、どう

いったことがきっかけでした？

（雄基さん）ちょうど20歳ぐらいのときに、父が

そばを、その当時は直接ではなかったんですけど

も、卸しているおそば屋さんに連れていってくれ

るということで、品川の、あるおそば屋さんに行

かせていただいたんですね。

̶̶̶どんなおそば屋さんですか。

（雄基さん）それがもう、とてもじゃないですけ

ど敷居が高くて普段は入れないような老舗の名店

でして、そのお店の店主の方が、「雄基君のお父さ

んがつくっているそばは、本当にすごいものなん

だよ。これがないと、うちは商売ができないから

ね」って言いまして、やっぱり老舗の方がそこま

で褒めていただけるそばをつくっているというこ

とで、そのころ興味を持ち始めました。

̶̶̶そうですか。髙井社長、製粉会社の契約栽

培という形でスタートしたそうですが、現在はご

自身の会社、赤城深山ファームで製粉して、そば

粉の販売も行っていて、いわゆる農業の６次産業

化をしていますよね。

（髙井社長）はい。

̶̶̶なぜ６次産業化に踏み切ったのでしょう

か。

（髙井社長）製粉会社とは、全量同一価格で契約

栽培をしていました。しかし、平成24年、25年

の辺から価格の変動が大きかったので、契約金の

交渉がありまして、また全量を買い取りっていう

お約束もちょっと反故にされてしまい、このまま

では農業を続けていくことが難しいっていう形に

なりまして、そこでどうするかっていう決断を迫

られた状態に置かれました。ただ、おそば屋さん

が「おいしい」って言ってくれる、「深山そばが欲

しい」って言ってくれる、それに自分も応えなけ

ればいけないのかなというところで、借金をして、

この６次産業というものに決断しました。

̶̶̶失礼でなければ、大体どのぐらいの投資額

か、教えていただけます？

（髙井社長）そうですね。ほぼ１億円の投資でし

たよね。

̶̶̶そうですか。

（髙井社長）銀行さんをはじめ、いろんなところ

からお借りして、で、去年の６月から本格的な稼

働なんですよね。

̶̶̶ちょうど今、１年、ちょっとですよね。

（髙井社長）そうなんですよ。はい。

̶̶̶いかがですか。

（髙井社長）ですから、販売までというところは

始めたてなんですけれども、私がびっくりするよ
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うな老舗の方からも注文を頂いたり。自分を助け

てくれているのは、今は、自分がつくったそばだ

なと思っています。

̶̶̶雄基さんがお手伝いをしてから、もう何年

になります？

（雄基さん）2014年の１月１日に入社になりまし

たので、ちょうど今、１年半ぐらいですね。

̶̶̶そうですか。

（雄基さん）就職活動を始めたころに、何やら実

家が担保に入るということで……。

̶̶̶ん、何、何ですか（笑）。

（雄基さん）父が６次産業で踏み出すということ

になりましたので。

̶̶̶ええ、ええ。

（雄基さん）私自身、やりたいことが決まってい

なかったわけではないんですけれども、父のほう

を手伝いたいと思い、大学を中退して、父の手伝

いをすることになりました。

̶̶̶そうですか。それは、髙井社長はもちろん

ですけれども、雄基さんの人生も変えるほどの本

当に大きな転機になりましたね。

（雄基さん）そうですね。

̶̶̶雄基さんが入られて、ますます社長の夢も

広がるかと思うんですけれども、髙井社長、今後

の目標についてもお聞かせください。

（髙井社長）はい。今、もう工事も始めているん

ですけれども……。

̶̶̶何の工事ですか。

（髙井社長）乾燥施設を新築します。保冷倉庫も

建てて、年間通じて品質の劣化を今以上に抑えた

形で、お客さんに届けられるようにしていきたい

なと思っています。お客さんが増えていますので、

規模の拡大も当然やっていかなければいけないな

と思って、夏そばを100ヘクタール、秋そばを

150ヘクタールぐらいまで規模を拡大できればい

いなと思っているんですよね。そこまでを考えた

新たな施設の増築という形です。たぶんそこまで、

息子がいるんでできると思うんで（笑）。

̶̶̶はい、息子がいるのでできると思うのでと

聞いて、一瞬、あ然としたような顔をしていまし

たけど、雄基さんの夢もぜひお聞かせいただけま

す？

（雄基さん）私の夢は、具体的にどうする、こう

するというものは今はないんですけれども、私た

ちがつくったそばが日本全国の方、できれば世界

中の方に食べていただけるぐらい、そばの一大有

名産地になっていきたいなと思っております。

̶̶̶そばを通しての親子でのイノベーション、

これからも期待しております。渋川市赤城町の赤

城深山ファームを訪問して、髙井眞佐実社長と雄

基さんにお話を伺いました。今日はどうもありが

とうございました。

（雄基さん）ありがとうございました。

（髙井社長）ありがとうございました。

●エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。今日は番組前半は、全国にファッションセ

ンターしまむらを展開する株式会社しまむらの野

中正人社長へのトップインタビュー、そして後半

は渋川市の株式会社赤城深山ファームの訪問イン

タビューをお届けしました。トップインタビュー

の模様は、ポッドキャスト配信も行っています。

FMぐんまホームページの「チャレンジ・ザ・ド

リーム」のサイトをご覧ください。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【10月の放送のお知らせ】

平成27年10月１日（木）12:00～12:55

再放送　 10月３日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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